
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信した画像情報に基づいて画像表示を行い、この画像表示のタイミングに基づいて指
示入力が成される表示画像を指定画像として特定するための指定画像識別情報を設定し、
前記指示入力により特定される指定画像の処理内容を定める処理指示情報を作成し、前記
指定画像識別情報および前記処理指示情報を前記中継サーバに送信する携帯情報通信機器
と、
　この携帯情報通信機器 中継するととも
に、中継した画像情報を蓄積保存しておき、前記携帯情報通信機器から送信された前記指
定画像識別情報および前記処理指示情報を受信し、受信した前記指定画像識別情報に基づ
いて蓄積保存された画像情報の中から前記指定画像の画像情報を取り出し、この取り出さ
れた指定画像の画像情報および前記処理指示情報を前記画像処理装置に送信する中継サー
バと、
　この中継サーバと通信回線を介して接続され、前記中継サーバから送信された前記指定
画像の画像情報および前記処理指示情報を受信し、この処理指示情報に基づいて前記指定
画像の画像情報に画像処理を施す画像処理装置とを有することを特徴とする画像処理シス
テム。
【請求項２】
　前記携帯情報通信機器から前記中継サーバに送信される指定画像識別情報は、前記携帯
情報通信機器の機器識別情報、
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が前記画像情報を受信するように前記画像情報を

前記携帯情報通信機器が前記画像情報を含む情報を受信し



着信日時情報、および、前記画像表示のタイミングに基づいて指
示入力が成されることで作成され、前記指定画像の画像情報を
特定するアドレス情報を含み、
　一方、前記中継サーバの、 記憶部は、前記携帯情報通信機
器 画像情報を含む情報を中継した 中継日時情報および転
送先の前記携帯情報通信機器の転送先機器識別情報を、中継した画像情報とともに蓄積保
存し、
　前記中継サーバは、前記着信日時情報および前記機器識別情報と、前記中継日時情報お
よび前記転送先機器識別情報とを照合して前記指定画像の画像情報を含んだ情報を取り出
し、さらに、 前記アドレス情報 前記指定画像の画像
情報を取り出す請求項 に記載の画像処理システム。
【請求項３】
　前記処理指示情報は、画像処理の施された処理画像を出力先に出力する出力指示情報を
含み、
　前記画像処理装置は、前記出力先指示情報に基づいて指定画像の処理画像を出力する請
求項 に記載の画像処理システム。
【請求項４】
　前記中継サーバから前記携帯情報通信機器へ伝送される伝送画像の画質と、前記中継サ
ーバに蓄積記録される画像情報に基づく記録用画像または前記出力先に出力される前記処
理画像の画質とを切り替える請求項 のいずれかに記載の画像処理システム。
【請求項５】
　前記携帯情報通信機器は、
　前記中継サーバを中継して情報の送受信を行う通信部と、
　この通信部で受信した画像情報に基づいて画像表示を行う画像表示部と、
　この画像表示部で行われる前記画像表示のタイミングに基づいて指示入力の成される表
示画像を指定画像として特定するための指定画像識別情報を設定する画像識別情報指定部
と、
　前記指示入力により特定される指定画像の処理内容を定める処理指示情報を作成する処
理指示情報作成部とを有し、
　前記画像識別情報指定部において前記指示入力により設定された指定画像識別情報およ
び前記処理指示情報作成部で作成された処理指示情報を前記通信部から前記中継サーバに
送信する請求項 のいずれかに記載の画像処理システム。
【請求項６】
　前記中継サーバは、
　送信先として 送信される情報を中継して前記携帯情報通信機器
に転送し、さらに前記画像処理装置に所定の情報を送信する通信部と、この通信部で中継
した画像情報を蓄積保存する記憶部とを有し、
　前記携帯情報通信機器から送信された前記指定画像識別情報に基づいて、前記記憶部か
ら指定画像の画像情報を取り出し、この取り出された指定画像の画像情報および前記処理
指示情報を前記画像処理装置に送信する請求項 のいずれかに記載の画像処理システ
ム。
【請求項７】
　前記画像処理装置は、
　情報を送受信する通信部と、
　この通信部で受信した画像情報に画像処理を施す画像処理部とを有し、
　前記中継サーバから送信された前記指定画像の画像情報および前記処理指示情報を受信
し、この処理指示情報に基づいて前記指定画像の画像情報に画像処理を施す請求項
のいずれかに記載の画像処理システム。
【請求項８】
　請求項 のいずれかに記載の画像処理システムに用いられる携帯情報
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たときの着信日時を表す
前記受信した情報の中から

前記画像情報を蓄積保存する
が受信するために前記 日時を表す

この取り出した情報の中から を用いて
１

１または２

１～３

１～４

前記携帯情報通信機器に

１～５

１～６

１～４、６および７



通信機器であって、
　前記中継サーバを中継して情報の送受信を行う通信部と、
　この通信部で受信した画像情報に基づいて画像表示を行う画像表示部と、
　この画像表示部で行われる前記画像表示のタイミングに基づいて指示入力の成される表
示画像を指定画像として特定するための指定画像識別情報を設定する画像識別情報指定部
と、
　前記指示入力により特定される指定画像の処理内容を定める処理指示情報を作成する処
理指示情報作成部とを有し、
　前記画像識別情報指定部において前記指示入力により設定された指定画像識別情報およ
び前記処理指示情報作成部で作成された処理指示情報を前記通信部から前記中継サーバに
送信することを特徴とする携帯情報通信機器。
【請求項９】
　請求項 のいずれかに記載の画像処理システムに用いられる中継サーバで
あって、
　前記携帯情報通信機器に送信先として送信される情報を中継して前記携帯情報通信機器
に転送し、さらに前記画像処理装置に所定の情報を送信する通信部と、この通信部で中継
した画像情報を蓄積保存する記憶部とを有し、
　前記携帯情報通信機器から送信された前記指定画像識別情報に基づいて、前記記憶部か
ら指定画像の画像情報を取り出し、この取り出された指定画像の画像情報および前記処理
指示情報を前記画像処理装置に送信することを特徴とする中継サーバ。
【請求項１０】
　請求項 のいずれかに記載の画像処理システムに用いられ前記画像処理装置であっ
て、
　情報を送受信する通信部と、この通信部で受信した画像情報に画像処理を施す画像処理
部とを有し、前記中継サーバから送信された前記指定画像の画像情報および前記処理指示
情報を受信し、この処理指示情報に基づいて前記指定画像の画像情報に画像処理を施すこ
とを特徴とする画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、画像処理システムおよびこれに用いる画像処理装置ならびに携帯情報通信機器
に係り、特に携帯電話等の携帯情報通信機器が取得した画像に画像処理を施すための画像
処理システムおよびこれに用いる画像処理装置ならびに携帯情報通信機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
今日、携帯電話やＰＤＡ端末（ Personal Digital Assistants ）を始めとする携帯情報通
信機器が急速に普及している。
例えば、携帯電話では、音声情報のほかに画像情報も通信回線を介して送受信することが
できるようになっており、画像配信サービスを行う画像配信サイトから画像を受信したり
、通信相手から送信された画像を受信して、受信した画像をディスプレイに表示すること
ができる。
【０００３】
一方、パーソナルコンピュータでは、取得した画像を高品位なものとするために、画像処
理ソフトを用いて画像処理を施すことが行われている。また、通信回線を介してプリント
業者（例えば、ラボ店）に画像を送信し、高品位のプリントを作成依頼することも行われ
ている。その際、複数の画像（サムネイル画像）をディスプレイに表示して、画像処理を
施したり、プリント注文する画像を選択することが行われている。
【０００４】
ところが、携帯電話等の携帯情報通信機器は、その携帯性ゆえ、画像等を表示するディス
プレイが小さく、操作性や処理能力が劣り、メモリが小さいといった欠点がある。
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１～５および７

１～６



そのため、携帯電話等の携帯情報通信機器においては、以下のような種々の問題点がある
。まず、第１に、所望の画像を選択するために同時に複数の画像を表示することには適し
ていない。また、表示された複数の画像の中から所望の画像を選択することにも適してい
ない。また、所望の画像に画像処理を施すことにも適していない。また、所望の画像を選
択するために多数の画像を保存することにも適していない。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、ディスプレイが小さく、操作性や処理
能力が劣り、メモリが小さい携帯電話等の携帯情報通信機器によって受信された画像のう
ちの所望の画像に、携帯情報通信機器に適した方法で画像処理を施し、鮮明で高画質な画
像を取得することができる画像処理システムおよびこれに用いる画像処理装置ならびに携
帯情報通信機器を提供することを課題とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　従って、本発明者は、上記課題を解決するために、携帯電話等の携帯情報通信機器にお
いて望まれている、パーソナルコンピュータで行われている画像処理やプリント注文方法
とは、別の形態の画像処理方法やプリント注文方法について鋭意研究を重ねた結果、携帯
情報通信機器に適した方法で所望の画像に画像処理を施し、鮮明で高画質な画像を取得す
ることができることを知見し、本発明に至ったものである。
　すなわち、本発明は、

【００１３】
　ここで、前記携帯情報通信機器から前記中継サーバに送信される指定画像識別情報は、
前記携帯情報通信機器の機器識別情報、

着信日時情報、および、前記画像表示のタイミングに基
づいて指示入力が成されることで作成され、前記指定画像の画像情報を

特定するアドレス情報を含み、一方、前記中継サーバの、
記憶部は、前記携帯情報通信機器 画像情報を含む情報を中継

した 中継日時情報および転送先の前記携帯情報通信機器の転送先機器識別情報
を、中継した画像情報とともに蓄積保存し、前記中継サーバは、前記着信日時情報および
前記機器識別情報と、前記中継日時情報および前記転送先機器識別情報とを照合して前記
指定画像の画像情報を含んだ情報を取り出し、さらに、 前記
アドレス情報 前記指定画像の画像情報を取り出すのが好ましい。
【００１４】
　また、前記処理指示情報は、画像処理の施された処理画像を出力先に出力する出力指示
情報を含み、前記画像処理装置は、前記 に基づいて指定画像の処理画像を出
力するのが好ましい。
　また、前記中継サーバから前記携帯情報通信機器へ伝送される伝送画像の画質と、前記
中継サーバに蓄積記録される画像情報に基づく記録用画像または前記出力先に出力される
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受信した画像情報に基づいて画像表示を行い、この画像表示のタ
イミングに基づいて指示入力が成される表示画像を指定画像として特定するための指定画
像識別情報を設定し、前記指示入力により特定される指定画像の処理内容を定める処理指
示情報を作成し、前記指定画像識別情報および前記処理指示情報を前記中継サーバに送信
する携帯情報通信機器と、この携帯情報通信機器が前記画像情報を受信するように前記画
像情報を中継するとともに、中継した画像情報を蓄積保存しておき、前記携帯情報通信機
器から送信された前記指定画像識別情報および前記処理指示情報を受信し、受信した前記
指定画像識別情報に基づいて蓄積保存された画像情報の中から前記指定画像の画像情報を
取り出し、この取り出された指定画像の画像情報および前記処理指示情報を前記画像処理
装置に送信する中継サーバと、この中継サーバと通信回線を介して接続され、前記中継サ
ーバから送信された前記指定画像の画像情報および前記処理指示情報を受信し、この処理
指示情報に基づいて前記指定画像の画像情報に画像処理を施す画像処理装置とを有するこ
とを特徴とする画像処理システムを提供する。

前記携帯情報通信機器が前記画像情報を含む情報
を受信したときの着信日時を表す

前記受信した情報
の中から 前記画像情報を蓄積保
存する が受信するために前記

日時を表す

この取り出した情報の中から
を用いて

出力指示情報



前記処理画像の画質とを切り替えるのが好ましい。
【００１５】
また、前記携帯情報通信機器は、前記中継サーバを中継して情報の送受信を行う通信部と
、この通信部で受信した画像情報に基づいて画像表示を行う画像表示部と、この画像表示
部で行われる前記画像表示のタイミングに基づいて指示入力の成される表示画像を指定画
像として特定するための指定画像識別情報を設定する画像識別情報指定部と、前記指示入
力により特定される指定画像の処理内容を定める処理指示情報を作成する処理指示情報作
成部とを有し、前記画像識別情報指定部において前記指示入力により設定された指定画像
識別情報および前記処理指示情報作成部で作成された処理指示情報を前記通信部から前記
中継サーバに送信するのが好ましい。
【００１６】
　また、前記中継サーバは、送信先として 送信される情報を中継
して前記携帯情報通信機器に転送し、さらに前記画像処理装置に所定の情報を送信する通
信部と、この通信部で中継した画像情報を蓄積保存する記憶部とを有し、
　前記携帯情報通信機器から送信された前記指定画像識別情報に基づいて、前記記憶部か
ら指定画像の画像情報を取り出し、この取り出された指定画像の画像情報および前記処理
指示情報を前記画像処理装置に送信するのが好ましい。
【００１７】
また、前記画像処理装置は、情報を送受信する通信部と、この通信部で受信した画像情報
に画像処理を施す画像処理部とを有し、前記中継サーバから送信された前記指定画像の画
像情報および前記処理指示情報を受信し、この処理指示情報に基づいて前記指定画像の画
像情報に画像処理を施すのが好ましい。
【００１８】
また、本発明は、上記画像処理システムに用いられる携帯情報通信機器であって、前記中
継サーバを中継して情報の送受信を行う通信部と、この通信部で受信した画像情報に基づ
いて画像表示を行う画像表示部と、この画像表示部で行われる前記画像表示のタイミング
に基づいて指示入力の成される表示画像を指定画像として特定するための指定画像識別情
報を設定する画像識別情報指定部と、前記指示入力により特定される指定画像の処理内容
を定める処理指示情報を作成する処理指示情報作成部とを有し、前記画像識別情報指定部
において前記指示入力により設定された指定画像識別情報および前記処理指示情報作成部
で作成された処理指示情報を前記通信部から前記中継サーバに送信することを特徴とする
携帯情報通信機器を提供するものである。
【００１９】
また、本発明は、上記画像処理システムに用いられる中継サーバであって、前記携帯情報
通信機器に送信先として送信される情報を中継して前記携帯情報通信機器に転送し、さら
に前記画像処理装置に所定の情報を送信する通信部と、この通信部で中継した画像情報を
蓄積保存する記憶部とを有し、前記携帯情報通信機器から送信された前記指定画像識別情
報に基づいて、前記記憶部から指定画像の画像情報を取り出し、この取り出された指定画
像の画像情報および前記処理指示情報を前記画像処理装置に送信することを特徴とする中
継サーバを提供するものである。
【００２０】
また、本発明は、上記画像処理システムに用いられる画像処理装置であって、情報を送受
信する通信部と、この通信部で受信した画像情報に画像処理を施す画像処理部とを有し、
前記中継サーバから送信された前記指定画像の画像情報および前記処理指示情報を受信し
、この処理指示情報に基づいて前記指定画像の画像情報に画像処理を施すことを特徴とす
る画像処理装置を提供するものである。
【００２１】
【発明の実施の形態】
本発明に係る画像処理システムおよびこれに用いる画像処理装置ならびに携帯情報通信機
器を添付の図面に示される好適実施例に基づいて以下に詳細に説明する。
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前記携帯情報通信機器に



【００２２】
まず、本発明の画像処理システムおよびこれに用いる画像処理装置ならびに携帯情報通信
機器の第１の実施形態について説明する。
図１は、本発明の画像処理システムの第１の実施形態の概略の構成の一実施例を示す構成
図である。
図１に示す画像処理システム１は、中継サーバ１０、携帯電話２０、携帯電話３０、画像
処理装置５０およびメディア６０を有する。
なお、携帯電話３０と画像処理装置５０、携帯電話３０と携帯電話２０のそれぞれは通信
回線を介して接続されている。ここで、通信回線とは、２以上の地点間で有線または無線
により情報を伝送する通信路のことをいう。本実施形態では無線による通信が行われる。
【００２３】
中継サーバ１０は、携帯電話３０の送受信を行う情報を中継するコンピュータである。図
１では、携帯電話３０は、携帯電話２０と中継サーバ１０を介して通信を行っている。
携帯電話３０は、中継サーバ１０を介して携帯電話２０と通信する際、単に音声情報を伝
達することができるだけでなく、画像情報を伝達することができる。携帯電話３０は、本
発明の携帯情報通信機器の一実施例に該当する。本発明における携帯情報通信機器とは、
画像情報を含む情報を通信回線を介して送受信することができる携帯機器をいい、携帯電
話の他にはＰＨＳ、ＰＤＡなどが例示される。
携帯電話３０は、情報の送受信を行う通信部３２と、受信した画像（静止画であっても動
画であってもよい）を表示する画像表示部３４と、画像表示部３４に表示された画像のう
ち所望の画像を設定する画像指定部３６と、画像指定部３６で設定された指定画像の処理
内容を定める処理指示情報を作成する処理指示情報作成部３８と、指定画像の画像情報を
保存するメモリ４０と、これら各部に接続され各部を制御するＣＰＵ４２とを有する。
【００２４】
ここで、処理指示情報とは、指定した画像の処理内容を具体的に指示する情報のことであ
り、例えば、画像処理装置５０において希望する画像処理の内容（色バランス調整や赤目
修正等）、処理画像を付加価値のある画像にするためのメッセージ情報（メッセージ情報
には、静止画、動画、音声、テキスト等が例示される）、プリントを希望する場合は、プ
リント枚数やプリントサイズといったプリント情報、処理画像の依頼をした顧客に関する
顧客情報といった画像処理を行う際に必要とされる情報のほかに、処理画像を出力先に出
力するときに必要とされる出力指示情報を含む。
【００２５】
出力指示情報とは、画像処理が施された処理画像を出力するときに用いられる情報であり
、例えば、処理画像を出力先に出力するメディア６０（媒体）の種類（例えば、ＰＣサー
バ７０）や、出力先を表す宛名、メールアドレス、電話／ＦＡＸ番号等の情報である。
【００２６】
画像処理装置５０は、本発明の画像処理装置の一実施例であり、情報の送受信を行う通信
部５２とこの通信部５２で受信した画像に画像処理を施す画像処理部５４とを有し、画像
処理を行う業者例えばラボ店に設置される。なお、画像処理装置５０には、プリンタ（不
図示）が接続されており、通信部５２で受信した処理指示情報にプリント情報が含まれて
いる場合は、プリント情報に基づいてプリントを作成する。
メディア６０は、前述のとおり、画像処理装置５０で処理された処理画像（プリントを含
む）を出力先に出力する媒体であり、本実施例ではＰＣ（パソコン）サーバ７０、ＴＶ局
７２、携帯電話局７４、ＦＡＸ局７６、新聞／雑誌社７８、ＤＶＤ／ＣＤ８０等が例示さ
れるが、これらに限定されない。
画像処理システム１は、基本的に以上のように構成される。
【００２７】
以下、本発明の第１の実施形態の画像処理システムおよびこれに用いる画像処理装置なら
びに携帯情報通信機器の作用を説明する。
通話者Ａは携帯電話３０を携帯しており、携帯電話２０を携帯している通話者Ｂと通話を
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している。
通話中に、例えば通話者Ｂから撮影画像の画像情報が中継サーバ１０を介して携帯電話３
０に送信される。送信された画像情報は通信部３２で受信され、ＣＰＵ４２を介して画像
表示部３４に画像表示される。
【００２８】
ここで、通話者Ａは画像表示部３４に表示される画像を見つつ、所望の画像に対して画像
指定部３６で指示入力を行い、指示入力のタイミングの際に表示されている表示画像を指
定画像として設定する。画像指定部３６は例えば携帯電話３０の操作面上に操作キーを有
し、この操作キーを随時押して１つあるいは複数の指定画像を設定することができる構成
となっている。
画像表示部３４に表示される画像は、メモリ４０に一旦保存された画像であっても、また
、メモリ４０に保存されず、直接画像表示部３４に表示された画像であってもよい。メモ
リ４０に一旦保存された場合は、通話中に限らず、通話後、例えば、好きなときに保存さ
れた画像を表示して、表示した画像の中から所望の画像を設定することができる。
なお、メモリ４０は、指定された画像と指定されていない画像を区別して保存してもよい
。
こうして、画像指定部３６で設定された指定画像の画像情報は、メモリ４０に保存される
。
【００２９】
指定画像を設定すると、次に、通話者Ａは、処理指示情報作成部３８で指定画像の処理指
示情報を作成する。作成は、画像表示部３４に表示された作成メニューに従って操作キー
を押して設定することによって行う。なお、処理指示情報の作成は、通話中に行ってもよ
いし、通話後に行ってもよい。また、処理指示情報は、予め、指定画像の設定前に作成し
ておいてもよく、また、予め、作成しておいた処理指示情報を指定画像毎に変更を加え作
成してもよい。処理指示情報作成部３８で作成された処理指示情報は、指定画像の画像情
報とともにメモリ４０に保存される。
【００３０】
処理指示情報の作成が終わると、次に、通話者Ａは、指定画像の画像情報と処理指示情報
とを画像処理装置５０に送信する。なお、通話者Ａは、メモリ４０に保存された指定画像
の画像情報とこの指定画像の処理指示情報とを指定画像を設定するたびに１つ１つ送信し
てもいいし、複数の指定画像の画像情報と複数の指定画像の複数の処理指示情報をまとめ
て送信しても良い。
【００３１】
画像処理部５０の通信部５２では、携帯電話３０の通信部３２から送信された指定画像の
画像情報と処理指示情報とが受信され、指定画像の画像情報と処理指示情報とは、画像処
理部５４に送られる。画像処理部５４では、処理指示情報に基づいて指定画像に画像処理
が施される。
例えば、処理指示情報に色バランス調整、コントラスト補正、歪曲収差補正、赤目修正等
の画像処理内容が含まれている場合には、画像処理部５４では、色バランス調整、コント
ラスト補正、歪曲収差補正、赤目修正等の画像処理が施される。なお、画像処理内容は、
これらに限定されるものではない。
なお、画像処理装置５０は、上述の顧客情報によって顧客ごとに指定画像の画像情報が分
類され、分類された指定画像の画像情報を所定量、あるいは所定期間保存し、所定量の指
定画像の画像情報、あるいは所定の期間に受信した指定画像の画像情報を処理指示情報に
従ってまとめて画像処理を施して出力するのが好ましい。
画像処理が施された処理画像は、出力指示情報に基づいて画像処理装置５０から出力先に
出力される。
【００３２】
出力指示情報に指定されたメディア６０がＰＣサーバ７０である場合には、ＰＣサーバ７
０を出力先として処理画像の画像情報が送信され、出力指示情報に指定されたメディア６
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０がＴＶ局７２である場合には、ＴＶ局を介して、例えば個人契約した各人専用チャンネ
ルに処理画像が表示され、出力指示情報に指定されたメディア６０が携帯電話局７４であ
る場合には、携帯電話局７４を介して処理画像の画像情報が出力先に送信され、出力指示
情報に指定されたメディア６０がＦＡＸ局７６である場合には、ＦＡＸ局７６に処理画像
の画像情報が送信され、出力指示情報に指定されたメディア６０が新聞／雑誌社７８であ
る場合には、処理画像が新聞／雑誌社７８を介してプリント画像として出力され、出力指
示情報に指定されたメディア６０がＤＶＤ／ＣＤ８０である場合には、処理画像の画像情
報がＤＶＤ／ＣＤ８０に書き込まれ、記録される。
なお、メディア６０として新聞／雑誌社７８が選択されている場合には、例えば、出力さ
れたプリント画像が折り込みチラシとして新聞／雑誌に折込まれる。この際、折り込みチ
ラシには出力指示情報に含まれる宛名を記したシールを貼って仕分けして、配達員が所定
の宛先にチラシを配達できるようにするのが好ましい。
このようにして通話者Ａは、自ら指定したメディア６０を介して画像処理が施された処理
画像を入手することができる。
【００３３】
以上説明したように、本発明の第１の実施形態によれば、通信部３２で受信されて画像表
示部３４に表示された画像のうち、所望の画像を画像指定部３６で（例えば、操作キーを
押して）指定するだけで設定することができる。そのためディスプレイが小さく、操作性
や処理能力が劣り、メモリの小さい携帯電話３０が受信した画像のうち、所望の画像を簡
単に設定することができ、携帯電話等の携帯情報通信機器に適した方法で画像処理が施さ
れた処理画像（プリントを含む）を得ることができる。
【００３４】
なお、表示されている画像の処理画像の出力を希望すべきかが画像の表示中に判断できな
い場合には、一旦画像を指定するとともに、指定画像にインデックス画像処理を施す旨の
処理指示情報を作成するのが好ましい。顧客（本実施例では通話者Ａ）は、インデックス
画像を入手してから、再度出力を希望する画像を選択し、画像処理が施された処理画像を
出力画像として入手することができる。
なお、メディア６０としてＦＡＸ局７６、新聞／雑誌社７８が選択されている場合には、
ＦＡＸ局等は、インデックス画像とともに商品発注用の注文シートも合わせて送るのも好
ましい。この場合、顧客は注文シートに記入し、例えばＦＡＸで返信するだけで、画像処
理が施された処理画像を入手することができる。
また、顧客から出力の依頼を受けた場合でも、処理画像を出力する前に、インデックス画
像を出力し、顧客に指定画像や処理内容の確認をしてもらった後、処理画像を出力するの
も好ましい。
【００３５】
なお、本実施例では、携帯電話３０が受信した画像は、携帯電話２０から送信された画像
であるが、本発明はこれに限定されず、例えば画像配信サービスを行う画像配信サイトか
ら受信した画像であってもよい。
【００３６】
次に、本発明の第２の実施形態の画像処理システムおよびこれに用いる画像処理装置なら
びに携帯情報通信機器について説明する。
図２は、本発明の画像処理システムの第２の実施形態の概略の構成の一実施例を示す構成
図である。
図２に示す画像処理システム１００は、中継サーバ１１０、携帯電話１２０、携帯電話１
３０、画像処理装置１５０、メディア１６０を有する。図２では、携帯電話１３０は、携
帯電話１２０と通信している状態を示している。
なお、携帯電話１２０と中継サーバ１１０、携帯電話１３０と中継サーバ１１０、画像処
理装置１５０と中継サーバ１１０のそれぞれは通信回線を介して接続されている。
ここで、通信回線とは、２以上の地点間で有線や無線により情報を伝送する通信路のこと
をいう。本実施携帯では無線による通信が行われる。
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【００３７】
携帯電話１３０は、中継サーバ１１０を介して携帯電話１２０と通信をする際に、音声情
報を伝達することができるだけでなく、画像情報を伝達することができる。携帯電話１３
０は、本発明の携帯情報通信機器の一実施例に該当する。本発明における携帯情報通信機
器とは、画像情報を含む情報を通信回線を介して送受信することができる携帯機器をいい
、携帯電話の他にはＰＨＳ、ＰＤＡ等が例示される。
携帯電話１３０は、中継サーバ１１０を介して情報の送受信を行う通信部１３２と、受信
した画像（静止画であっても動画であってもよい）を表示する画像表示部１３４と、画像
表示部１３４に表示された画像のうち所望の画像を指定画像としてこの指定画像の画像識
別情報を設定する画像識別情報指定部１３６と、画像識別情報指定部１３６で設定された
指定画像識別情報によって特定される指定画像の処理内容を定める処理指示情報を作成す
る処理指示情報作成部１３８と、指定画像識別情報および処理指示情報を保存するメモリ
１４０と、これら各部に接続され各部を制御するＣＰＵ１４２とを有する。
【００３８】
　ここで、指定画像識別情報とは、携帯電話１３０の機器識別情報と、通信部１３２で受
信した画像情報を含む受信情報の着信日時情報と、 で画像表示
のタイミングに基づいて指示入力がなされることで作成され、受信情報の中の指定画像の
画像情報を特定するアドレス情報とを含む。
【００３９】
また、処理指示情報とは、画像の処理内容を具体的に指示する情報のことであり、例えば
、希望する画像処理の内容（色バランス調整や赤目修正等）、処理画像を付加価値のある
画像にするためのメッセージ情報（メッセージ情報には静止画、動画、音声、テキスト等
が例示される）、プリントを希望する場合はプリント枚数やプリントサイズといったプリ
ント情報、処理画像の依頼をした顧客に関する顧客情報といった画像処理を行う際に必要
とされる情報のほかに、処理画像を出力先に出力するときに必要とされる出力指示情報な
どを含む。
【００４０】
出力指示情報とは、画像処理が施された処理画像を出力するときに用いられる情報であり
、例えば、処理画像を出力先に出力するメディア１６０（媒体）の種類（例えばＰＣサー
バ１７０）や、出力先を表す宛名、メールアドレス、電話／ＦＡＸ番号等の情報である。
【００４１】
中継サーバ１１０は、本発明の中継サーバの一実施例であり、携帯電話１２０および１３
０間の通信する情報を中継しつつ、その情報を管理保存するコンピュータであって、通信
される情報を中継して転送するとともに情報の送受信を行う通信部１１２と、情報を蓄積
保存する記憶部１１４と、蓄積保存された情報のなかから所定の画像を取り出す取得部１
１６とを有する。
ここで、中継サーバ１１０が中継して転送する情報には、画像情報や、転送先の携帯電話
１３０の機器識別情報等が含まれる。なお、転送する情報には、画像情報の他に、音声情
報や文字情報といった画像情報以外の内容情報等が含まれてもよい。また、記憶部１１４
には、取得部１１６が所定の画像情報を記憶部１１４から取り出せるように、情報を中継
した中継日時情報および転送先である携帯電話１３０の転送先機器識別情報が、中継した
情報とともに蓄積保存される。
なお、中継日時情報とは、情報を携帯電話１３０に転送した時点の日時情報をいう。従っ
て、中継サーバ１１０が携帯電話１２０から送信された情報を一時的に保存する場合にお
いても、中継サーバ１１０が携帯電話１３０に転送した時点の日時情報をいう。
なお、記憶部１１４で保存される画像情報は、受信される画像情報に適したフォーマット
に圧縮されてから保存される。中継サーバ１１０が受信した画像情報が、静止画の情報を
主に含む情報であれば、例えば、ＪＰＥＧのフォーマットで保存され、中継サーバ１１０
が受信した画像情報が、動画の情報を主に含めば、例えば、ＭＰＥＧのフォーマットで保
存される。
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【００４２】
画像処理装置１５０は、本発明の画像処理装置の一実施例であり、種々の情報の送受信を
行う通信部１５２と、この通信部１５２で受信した画像に画像処理を施す画像処理部１５
４とを有し、画像処理を施す業者、例えば、ラボ店に設置される。
なお、画像処理装置１５０には、プリンタ（不図示）が接続されており、通信部１５２で
受信した処理指示情報にプリント情報が含まれている場合は、プリント情報に基づいてプ
リントを作成する。
また、通信部１５２で受信する画像は、符号化圧縮された画像であるため、画像処理部１
５４は、復号化処理を施してから画像処理を施す。
メディア１６０は、前述のとおり、画像処理装置１５０で処理された処理画像（プリント
を含む）を出力先に出力する媒体であり、本実施例では、ＰＣサーバ１７０、ＴＶ局１７
２、携帯電話局１７４、ＦＡＸ局１７６、新聞／雑誌社１７８、ＤＶＤ／ＣＤ１８０等が
例示されるが、これらに限定されない。
画像処理システム１００は、基本的に以上のように構成される。
【００４３】
以下、本発明の第２の実施形態の画像処理システムおよびこれに用いる画像処理装置なら
びに携帯情報通信機器の作用を説明する。
通話者Ｃと通話者Ｄとは、それぞれ携帯電話１３０と携帯電話１２０とを携帯して、通話
している。
通話中に、例えば、通話者Ｄから撮影画像の画像情報が、中継サーバ１１０を介して携帯
電話１３０に送信される。携帯電話１２０から送信された画像情報を含む情報は、中継サ
ーバ１１０の通信部１１２を中継して転送され、携帯電話１３０の通信部１３２で受信さ
れる。また、携帯電話１２０から送信された画像情報を含む情報は、中継サーバ１１０の
通信部１１２で受信され、画像情報に応じて適切な圧縮処理が施されてから記憶部１１４
に保存される。
【００４４】
なお、前述のとおり、記憶部１１４には、画像情報等の情報を中継した中継日時情報およ
び転送先である携帯電話１３０の転送先の機器識別情報が、中継した画像情報とともに蓄
積保存される。
【００４５】
携帯電話１３０の通信部１３２では、携帯電話１２０から送信され、中継サーバ１１０に
よって転送された画像情報が、受信され、受信された画像情報は、ＣＰＵ１４２を介して
画像表示部１３４に送られ画像表示される。
【００４６】
ここで、通話者Ｃは、画像表示部１３４に表示された画像のうち所望の画像に対して画像
識別情報指定部１３６で指示入力を行い、指示入力のタイミングに表示されている表示画
像を指定画像として識別する画像識別情報を設定する。画像識別情報指定部１３６は、例
えば携帯電話１３０の操作面上に操作キーを有し、この操作キーを押して指定画像識別情
報を設定することができるようになっている。
指定画像の指定画像識別情報は、画像識別情報指定部１３６で指示入力がなされることで
自動的に作成され、受信情報のなかの指定画像の画像情報を特定するアドレス情報に、携
帯電話１３０の機器識別情報、および指定画像が受信された着信日時情報が自動的に付加
され設定される。
なお、指定画像識別情報の設定は、通話中に行われる。
画像識別情報指定部１３６で設定された指定画像識別情報は、メモリ１４０に保存される
。
【００４７】
指定画像を特定する指定画像識別情報を設定すると、次に、通話者Ｃは、処理指示情報作
成部１３８で指定画像の処理指示情報を作成する。作成は、画像表示部１３４に表示され
た作成メニューに従って、操作キーを押して設定することによって行う。なお、処理指示
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情報の作成は、通話中に行ってもよいし、通話後に行ってもよい。また、処理指示情報は
、予め作成しておいてもよく、また、予め作成しておいた処理指示情報を指定画像ごとに
変更を加え作成してもよい。処理指示情報作成部１３８で作成された処理指示情報は、指
定画像識別情報とともにメモリ１４０に保存される。
【００４８】
処理指示情報の作成が終わると、次に、通話者Ｃは、指定画像の指定画像識別情報と処理
指示情報とを中継サーバ１１０に送信する。なお、通話者Ｃは、指定画像識別情報を設定
するごとに、指定画像識別情報とこの指定画像識別情報によって特定される指定画像の処
理指示情報とを１つ１つ送信してもよいし、複数の指定画像識別情報とこの複数の指定画
像識別情報のそれぞれによって特定される複数の指定画像のそれぞれの処理指示情報とを
まとめて送信してもよい。但し、中継サーバ１１０に画像情報が保存される期間には限度
があるため、画像情報が保存される期限内に送信する必要がある。
【００４９】
　中継サーバ１１０の では、携帯電話１３０の通信部１３２から送信された
指定画像識別情報および処理指示情報が、受信され、受信された指定画像識別情報は、取
得部１１６に送られる。
　取得部１１６では、指定画像識別情報に含まれる着信日時情報および携帯電話１３０の
機器識別情報と、記憶部１１４に蓄積保存された中継日時情報および転送先機器識別情報
とが照合されて指定画像の画像情報を含む情報が取り出され、さらに、指定画像識別情報
に含まれるアドレス情報が用いられ、指定画像の画像情報が取り出される。
【００５０】
なお、取得部１１６では、携帯電話１３０の機器識別情報と転送先機器識別情報とが照合
されて指定画像を含む情報が絞り込まれ、絞り込まれた情報の中から着信日時情報と中継
日時情報とが照合されて指定画像を含む情報が取り出されてもよいし、着信日時情報と中
継日時情報とが照合されて指定画像を含む情報が絞り込まれ、絞り込まれた情報の中から
携帯電話１３０の機器識別情報と転送先機器識別情報とが照合されて指定画像を含む情報
を取り出されてもよい。
なお、中継日時情報と着信日時情報との照合は、日時が一致する場合の他、中継日時情報
に対して着信日時情報が許容の時間範囲内でずれている場合も照合されたものとする。
【００５１】
このように、取得部１１６で取り出された指定画像の画像情報と携帯電話１３０から送信
された指定画像の処理指示情報とは、通信部１１２から画像処理装置１５０に送信される
。
なお、中継サーバ１１０は、指定画像の画像情報を取り出すごとに画像情報等を画像処理
装置１５０に送信してもよく、取り出した複数の指定画像の複数の画像情報等を所定期間
経過するまで保存して、あるいは、所定量になるまで保存して、複数の画像情報等をまと
めて画像処理装置１５０に送信してもよい。
【００５２】
　画像処理部１５０の通信部１５２では、中継サーバ１１０の通信部１１２から送信され
た指定画像の画像情報と処理指示情報が受信される。
　画像処理装置１５０の通信部１５２で受信された指定画像の画像情報は、処理指示情報
に基づいて画像処理部１５４で画像処理が施される。
　例えば、処理指示情報に色バランス調整、コントラスト補正、歪曲収差補正、赤目修正
等の画像処理内容が含まれている場合には、画像処理部１５４では、色バランス調整、コ
ントラスト補正、歪曲収差補正、赤目修正等の画像処理が施される。なお、画像処理内容
は、これらに限定されない。
　なお、画像処理装置１５０は、所定量、あるいは所定期間、顧客ごとに指定画像の画像
情報を分類して保存し、所定量の指定画像、あるいは所定の期間に受信した指定画像の画
像情報をまとめて画像処理するのが好ましい。
　画像処理が施された処理画像 報は、通信部１５２を介して送信され、出力指示
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情報に指定されたメディア１６０に出力される。
【００５３】
出力指示情報に指定されたメディア１６０がＰＣサーバ１７０である場合にはＰＣサーバ
１７０を出力先として処理画像の画像情報が送信され、出力指示情報に指定されたメディ
ア１６０がＴＶ局１７２である場合にはＴＶ局を介して、例えば個人契約した各人専用チ
ャンネルに処理画像が表示され、出力指示情報に指定されたメディア１６０が携帯電話局
１７４である場合には携帯電話局１７４を介して処理画像の画像情報が出力先に送信され
、出力指示情報に指定されたメディア１６０がＦＡＸ局１７６である場合にはＦＡＸ局１
７６に処理画像の画像情報が送信され、出力指示情報に指定されたメディア１６０が新聞
／雑誌社１７８である場合には処理画像が新聞／雑誌社１７８を介してプリント画像とし
て出力され、出力指示情報に指定されたメディア１６０がＤＶＤ／ＣＤ１８０である場合
には処理画像の画像情報がＤＶＤ／ＣＤ１８０に書き込まれて記録される。
なお、メディア１６０として新聞／雑誌社１７８が選択されている場合には、例えば出力
されたプリント画像（チラシ）は新聞／雑誌に折込まれる。この際、チラシには出力指示
情報に含まれる宛名を記したシールを貼って仕分けして、配達員が所定の宛先にチラシを
配達できるようにするのが好ましい。
このようにして通話者Ｃは、自ら指定したメディア１６０を介して画像処理が施された処
理画像を入手することができる。
【００５４】
このように、本発明の第２の実施形態によれば、携帯電話１３０の表示部１３４に表示さ
れる画像のうち、所望の画像を特定する画像識別情報を画像識別情報指定部１３６で（例
えば、ボタンを押して）指定するだけで設定することができる。そのため、ディスプレイ
が小さく、操作性や処理能力の劣り、メモリの小さい携帯情報通信機器の取得した画像の
うち、所望の画像を特定する画像識別情報を簡単に設定することができ、携帯電話１３０
等の携帯情報通信機器に適した方法で画像処理が施された処理画像（プリント注文を含む
）を得ることができる。しかも、本実施形態では、画像は、中継サーバ１１０に保存され
、携帯電話１３０等の携帯情報通信機器では画像を保存する必要はないので、メモリの小
さい携帯情報通信機器に負担をかけることがない。
【００５５】
なお、表示されている画像の処理画像の出力を希望すべきか否かが画像の表示中に判断で
きない場合は、一旦、画像を指定するとともに、指定画像にインデックス画像処理を施す
旨の処理指示情報を作成するのが好ましい。顧客（本実施例では、通話者Ｃ）は、インデ
ックス画像を入手してから、再度、出力を希望する画像を選択し、画像処理が施された処
理画像を出力画像として入手することができる。
なお、メディア１６０として、ＦＡＸ局１７６、新聞／雑誌社１７８が選択されている場
合は、ＦＡＸ局等は、インデックス画像とともに、商品発注用の注文シートも合わせて送
るのも好ましい。この場合、顧客は、注文シートに記入し、例えば、ＦＡＸで返信するだ
けで、画像処理が施された処理画像を入手することができる。
また、顧客から出力の依頼を受けた場合でも、処理画像を出力する前に、インデックス画
像を出力し、顧客に指定画像や処理内容の確認をしてもらった後、処理画像を出力するの
も好ましい。
【００５６】
なお、本実施例では、携帯電話１３０が受信した画像は、携帯電話１２０から送信された
画像であるが、本発明はこれに限定されず、例えば、画像配信サービスを行う画像配信サ
イトから受信した画像であってもよい。
【００５７】
ところで、電話会社の請求書伝票とともに、明細書として発行される通信記録表には、通
信日時、通信先が表示されるが、このような通信回線を用いたシステムでは通信記録表に
画像欄を新たに設け、この画像欄に通話に関する画像を合成処理し、処理画像として出力
することで、明細書に娯楽性をもたせることができる。なお、画像欄に掲載する画像は、

10

20

30

40

50

(12) JP 3957651 B2 2007.8.15



通信先、通信内容、通信日時等の通信履歴情報に基づいて、本発明の中継サーバ等によっ
て自動的に選択されるのが好ましい。
また、選択された画像は、中継サーバ等から画像処理装置およびプリンタを有する電話会
社に送信されるのが好ましい。
【００５８】
例えば、通話相手（通話者Ｃの明細書の場合は、通話者Ｄ）の画像を画像欄に掲載する場
合は、事前に、通話先ごとの画像（置き換え画像）を中継サーバ等に登録しておき、中継
サーバ等が通話先に応じて置き換え画像（通話者Ｄの画像）を取り出し、取り出した画像
を、他の通信記録とともに電話会社に送信すれば、画像処理装置およびプリンタを有する
電話会社では、（通話者Ｃの）通信記録表に置き換え画像を合成処理して画像付き通信記
録用を出力することができる。
【００５９】
また、通話内容に関する画像を画像掲載欄に掲載する場合には、例えば、キーワードおよ
びキーワードに対応する画像を事前に中継サーバ等に登録しておき、通話にキーワードが
用いられた場合は、中継サーバ等は、このキーワードに対応する画像を取りだし、取り出
した画像を、他の通信記録とともに電話会社に送信すれば、画像処理装置およびプリンタ
を有する電話会社では、通信記録表に通話内容を連想させる画像を合成処理して、画像付
き通信記録表を出力することができる。
【００６０】
また、通話日時に関する画像を画像掲載欄に掲載する場合は、例えば、通信日時によって
特定される画像を中継サーバ等に登録しておき、中継サーバ等は、通信日時に基づいて登
録された画像を取りだし、取り出した画像を他の通信記録とともに電話会社に送信すれば
、画像処理装置およびプリンタを有する電話会社では、通信記録表に通信日時に関する画
像を合成処理して、画像付き通信記録表を出力することができる。例えば、通信時の天気
が晴れであれば、晴れのマークを画像欄に掲載することができるし、通信日に応援してい
るプロ野球等のチームや選手が試合に勝てば、応援しているチームのマークや選手の似顔
絵を画像欄に掲載することができる。
【００６１】
このように、通信記録表に画像覧を設け、通話に関するさまざまな画像を掲載することで
、毎月電話会社から送られてくる明細書に娯楽性を持たせることができ、単なる請求書、
明細書を付加価値のある通話日記とすることができる。
【００６２】
さて、上述の本発明の画像処理システムにおいては、（静止画、動画、音声、テキスト等
の）メッセージ情報を処理指示情報に含め、指定画像に対して付加価値のある画像処理を
施すこともできるが、指定画像に人物の顔が含まれる場合には、特開２００２－７７５９
２号広報に開示されているように、指定画像内の人物の感情を強調するようなマーク（例
えば、「焦り」、「驚き」、「怒り」、「哀愁」、「愛情」、「喜び」のマーク）の合成
処理を指定画像に施すことにより合成し、娯楽性を高めるのも好ましい。
【００６３】
なお、このような合成処理は、予め、顧客ごとの音声データ、あるいは表情またはジェス
チャーとそれに対応する「焦り」、「驚き」等のマークを合成する合成処理パターンを登
録しておき、指定画像に付属した音声データ、あるいは指定画像内の人物の表情、ジェス
チャーと、登録された音声データ等が比較され、合成処理パターンが決定されて、行われ
るようにしてもよい。
なお、合成処理は画像処理装置だけでなく、携帯情報通信機器、中継サーバで行われても
よい。
【００６４】
上述した実施例では、中継サーバ１１０で中継データを記憶しているが、本発明はこれに
限定されず、受信側の顧客（例えば、通話者Ｃ）が指定した伝送先にそのまま転送しても
良い。この時、この伝送先の情報は、顧客（例えば、通話者）毎に事前に登録し、中継局
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（プロバイダ）のデータベース、すなわち、中継サーバ１１０の記億部１１４に記録して
おくのが好ましい。こうしておくことにより、中継サーバ１１０で受信した中継データは
、自動で登録された伝送先に転送される。その結果、中継局の中継サーバ１１０は、全て
の中継データを保存しなくても良く、大容量の記憶装置を設置しなくても済むという効果
がある。
【００６５】
伝送先としては、例えば、第１例として、顧客が契約した写真店／ラボ等であり、ここに
記憶部を備える場合である。ここで、画像処理装置１５０側が兼ねてもよいし、全く別構
成でも良い。
次に、第２例として、受信側の顧客自身のパソコン（ＰＣ）や、所属するグループ（例え
ば、同好会等）の所有のＰＣでも良いし、複数のＰＣに分散しても良い。これらのＰＣで
は、中継サーバ１１０からの転送データをそのまま記録（一時的に保存）しておき、その
後、所定の周期毎に、あるいは適当な（好みの）タイミングで画像処理装置１５０側に伝
送して、画像処理を依頼するのが良い。
【００６６】
また、中継サーバ１１０で中継した中継データを中継サーバ１１０または伝送先で保存す
る場合であっても、中継データの保存モードを切り分けられるようにしておくのが好まし
い。特に、中継データを中継サーバ１１０で保存する際に保存データ量に応じて課金され
る場合などには、中継データの保存モードを切り分けるのが良い。この時には、予め指定
した保存モード情報を中継サーバ１１０のデータベース（記憶部１１４）に登録しておく
のが良い。
保存モードとしては、例えば、例１として、中継データの全対象をＯＮにするか、あるい
はＯＦＦにするかを指定するモード、
例２として、受信側顧客が着信の度に個別にマニュアル設定できるモード、
例３として、送信側（特定の友人／業者等）を事前に指定登録しておき、特定の人から受
信したものはすべて記録しておくモード、および
例４として、最初は携帯電話１３０のメモリ１４０に蓄積しておき、容量オーバー時に記
録依頼信号を自動的に発信し、自動的に中継サーバ１１０で記録するモード等を挙げるこ
とができる。
【００６７】
中継サーバ１１０または転送先での記憶または記録を行う場合、受信端末（携帯電話１３
０）への伝送画像と、中継サーバ１１０自身の記録用画像や伝送先への出力用画像の画質
を切り替えるのが好ましい。
例えば、第１の処理モードとしては、中継サーバ１１０から受信側の携帯電話１３０への
伝送内容、例えば、伝送画像の品質を落として通信データ量を減らすのが良い。これは、
詳細は、記録データ版で見ることにして、携帯電話１３０の画面では画質を低くし、適当
な画質で良い場合である。
この例としては、中継サーバ１１０において、送信側（例えば、携帯電話１２０）からの
画像をそのまま記憶部１１４または記録部へ記録する、または、伝送先へ伝送する。受信
側携帯電話１３０には、圧縮率を上げて、データを作り直して、すなわち圧縮率を上げた
データに再構成して、伝送する。
【００６８】
あるいは、第２の処理モードとして、この逆に、中継サーバ１１０での記録（記憶）また
は伝送先への伝送のための記録用画像データの画質を落とし、記録データ量を減らしても
良い。これは、記録データ版は、大体の概略がわかれば良い程度の場合、またはデータ記
録量を減らしたい場合のモードである。
次に、第３の処理モードとして、データ量の低減の手法として、圧縮率制御の他に、トリ
ミング（絵の中央部のみ）／モノクロ化／線画化／アニメ調（色階調をシンプル化）等の
加工を採用しても良い。この場合には、より情報量を減らす種々の手法を用いることがで
きる。
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【００６９】
上記第１～第３の処理モードの処理を顧客毎に選択して登録設定できるのが好ましい。ま
た、送信側（特定の友人／業者等）に応じて切り分けるように指定登録できるのが良い。
例えば、特定の友人からの画像は高画質で残すとか、その逆に携帯電話側の方を高画質に
するとかが登録できる。
または、図３に示すように、マニュアル指定で画質レベルを、例えば、２段階（高／低）
、または３段階（高／中／低）に指定することでも良い。
図３においては、発信側端末（携帯電話等）２２０から送信された画像を中継サーバ２１
０で受信し、処理部２１２で画質レベルを画質レベルＡおよび画質レベルＢの２段階に分
けて、受信側端末（携帯電話等）２３０および伝送先（顧客ＰＣ等）に応じて分けている
例を示す。
【００７０】
また、指定画像の特定方法として、以下のような例も挙げることができる。
まず、例えば、受信画像が動画の場合、記録対象として、動画全体／区間別（開始コマ～
終了コマ）／１コマ単位等の指定方法を切り換えることができる。なお、動画の場合には
、該当するタイミングの音声データも記録するのが良い。
また、携帯電話等の携帯情報通信機器の機器識別情報や着信日時情報を使用せずに指定し
ても良い。
例えば、送信側機器で、送信画像に対し、固有の画像識別情報Ｋ１を付加するようにし、
受信側機器で指定画像から画像識別情報を読み出し、中継サーバに伝送するようにしても
良い。
ここで、Ｋ１＝（発信側の携帯電話ＩＤ＋年月日＋日内通算発信件数番号）である。
受信側機器では、アドレス情報Ｋ２およびシーン指定情報Ｋ３として、
Ｋ２＝（コマ指定タイプ＋コマ範囲指定）および
Ｋ３＝（Ｋ１＋Ｋ２）
を作成して、中継サーバに伝送することができる。
【００７１】
なお、１件の動画ファイルにつき、複数の区間やコマを指定可能である。
例えば、アドレス情報Ｋ２のコマ指定タイプとしては、０（動画ファイル全体）、１（区
間：指定開始および指定停止ボタンで操作する）、２（１コマ：指定ボタンで操作する）
などを例示することができる。
また、アドレス情報Ｋ２のコマ範囲指定としては、 (a) コマ指定タイプが０の時、存在せ
ず、 (b) コマ指定タイプが１の時、（ｎ１，ｎ２）、（ｎ３，ｎ４）………、区間数分の
データが存在する、 (c) コマ指定タイプが２の時、ｎ１，ｎ２………、コマ数分のデータ
が存在する（ｎは、その画像ファイルの開始コマ番号を０として通算コマ数をカウントし
て割り当てる。）などを例示することができる。
中継サーバでは、シーン指定情報Ｋ３の中の画像識別情報Ｋ１の部分に基づいて、指定画
像を検索し、アドレス情報Ｋ２に基づいて、シーンを特定することができる。
この他、発信側機器ではなく、中継サーバ側で独自に画像識別情報Ｋ１を生成し、画像に
付属させて、中継伝送する方法であっても良い。例えば、Ｋ１＝（中継サーバＩＤ＋年月
日＋処理件数番号）とすれば良い。
【００７２】
また、画像処理装置で行う画像処理の内容を顧客別にカスタマイズできるようにするのが
好ましい。
ここで、顧客毎のカスタマイズの内容は、画像処理装置側に顧客用データベースを持ち、
顧客毎のモードを記録する。顧客のリクエストとしては、契約者単位（家族共通）あるい
は受信者単位（家族内の個人別）にモードが選べるようにできるのが良い。
例１としては、顧客指示情報として、通話音声（送信および受信）を文字変換して画像に
添付するテキストデータにする処理のオン／オフを指定できる。
この時、各自の好みに応じてあらかじめ指定して、画像のサイズや、文字のサイズ・フォ
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ント・色等を設定できる。また、幼児向けにひらがなにする、あるいは、キャラクタを合
成する。さらに、画像にテロップ風に合成する／字幕風に合成するなど、特に、動画等の
場合には有効である。
【００７３】
次に、例２としては、家族の構成人員別に、通信履歴データの表示順を並べ替える、ある
いは別のファイルにするようにしても良いし、あるいは、例えば大人だけ、登録キーワー
ドで暗号化しても良い。
例３としては、記録データの出力形態およびサイズ指定に応じて、画像の圧縮率を最適化
するようにしても良い。例えば、低画質で良い場合や、小サイズで良い場合には、画像圧
縮率を大として、データ容量を低減することもできる。
例４としては、登録指定した通話相手／発信元に応じて、画像圧縮率に高低を設定する。
例えば、親しい友人との通話画像／お気に入りサイトからの画像は、圧縮率を低くして、
良い画質で出力する。
例５としては、トリミング／モノクロ化／線画化／アニメ調（色階調をシンプル化）／絵
画風等の加工も指定できる。
【００７４】
上述した例では、受信側ユーザが、送信側機器から受信した送信側データを保存するよう
に指定しているが、本発明はこれに限定されず、送信側データの保存サービス、すなわち
送信側のユーザ自身が、送信する送信側データの保存を指定するモードを設定しても良い
。
この場合にも、送信データは、発信中継局（中継サーバ）を経由して、画像処理装置、最
後に自宅へ伝送されるという流れになる。
なお、この時にも、受信時と同様に、通話中の送信データの全体／一部範囲（範囲指定）
／１コマ指定の操作により、記録対象画像を指定できる。また、最終的な出力形態も指定
できる。さらに、通話時の受信データと合成してもよい。
【００７５】
上述した例は、通話中の送信データの保存を行うものであるが、本発明はこれに限定され
ず、通話以外での送信データの保存サービスを行っても良い。
例えば、通話相手に自宅を指定し、かつ、画像保存のみのモードを選択する。こういうモ
ードが設定されると、送信データは、中継局（中継サーバ）経由、画像処理装置から自宅
という流れで、指定した指定形態で出力される。最終的な出力形態も指定できる。
例えば、外出先でデジタルカメラで撮影した画像を携帯電話に外部入力して、携帯電話経
由で自宅宛かつＤＶＤ出力と指定して通信すると、撮影画像は、画像処理装置で画像処理
、例えば、濃度・色補正され、ＤＶＤに記録されて、撮影画像が記録されたＤＶＤが自宅
へ郵送される。
【００７６】
この例は、自宅の例であるが、出力先として、自宅以外、また、同時に複数箇所を設定す
ることもできる。
例えば、知人（通話相手でも良い）の電話を指定して、かつ、画像保存のみのモードにす
れば、知人（通話相手）とは通話する必要がないので、ただ単に画像が変換され、画像が
記録されたＤＶＤにして知人に郵送して送り届けるということもできる。
このように、撮影画像を、上述した経路と同様の経路でＤＶＤ化し、知人や通話相手に郵
送することができる。なお、知人や通話相手の住所は、通信先電話番号から自動で割り出
すようにすれば良い。ここで、画像処理装置としては、中継サーバが、通話相手の住所に
最寄りのラボ（写真店）を自動検索により、割り出すようにするのが好ましい。
【００７７】
以上、本発明に係る画像処理システムおよびこれに用いる画像処理装置ならびに携帯情報
通信機器について詳細に説明したが、本発明は上記実施例に限定されるものでなく、本発
明の要旨を逸脱しない範囲において、各種の改良および変更を行ってもよいのはもちろん
である。
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【００７８】
【発明の効果】
以上詳細に説明したように、本発明によれば、パソコンよりもディスプレイが小さく、操
作性や処理能力が劣り、メモリも小さい携帯電話等の携帯情報通信機器が取得した画像の
うち所望の画像を携帯情報通信機器に適した方法で画像処理（プリント注文を含む）する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の画像処理システムの第１の実施形態の概略の構成の一実施例を示す構
成図である。
【図２】　本発明の画像処理システムの第２の実施形態の概略の構成の一実施例を示す構
成図である。
【図３】　本発明の画像処理システムのさらに他の実施形態の概略の構成の一実施例を示
す構成図である。
【符号の説明】
１，１００　画像処理システム
１０，１１０，２１０　中継サーバ
２０，３０，１２０，１３０　携帯電話
３２，１３２　通信部
３４，１３４　画像表示部
３６　画像指定部
３８，１３８　処理指示情報作成部
４０，１４０　メモリ
４２，１４２　ＣＰＵ
５０，１５０　画像処理装置
５２，１５２　通信部
５４，１５４　画像処理部
６０，１６０　メディア
７０，１７０　ＰＣサーバ
７２，１７２　ＴＶ局
７４，１７４　携帯電話局
７６，１７６　ＦＡＸ局
７８，１７８　新聞／雑誌社
８０，１８０　ＤＶＤ／ＣＤ
１１２　通信部
１１４　記憶部
１１６　取得部
１３６　画像識別情報指定部
２１２　処理部
２２０　発信側端末
２３０　受信側端末
２４０　伝送先
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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